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４ ６ ０ ８ １ 

市立札幌みなみの杜高等支援学校 
 

令和３年度 自己評価及び学校関係者評価書 
                                   令和４年３月２３日    

                               市立札幌みなみの杜高等支援学校    

１ 本年度の重点目標 

 

 

 

２ 本年度の経営方針 

 

 

 

 

 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達

成 

状

況 

改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

重
点
目
標
・
経
営
方
針 

⑴ 

チ
ー
ム
み
な
み
の
杜
の
確
立 

日々の教育実践は、学校

教育目標や校訓、目指す

学校像、生徒像、学びの

重点を踏まえて行って

いるか 

Ａ 

 前年度と評価を比較すると変化はない

が、数値で比べると若干ではあるが全ての

項目において教職員の自己評価は向上して

いることがわかった。創立５年目を迎え、

少しずつ方針が定まってきたことの表れで

あると考えられる。しかしながら、保護者

評価で A よりも B が上回った「進路情報」

と「教育計画や方針の共通理解」の項目で

は、同じく Bを付けている教員も多くいた。

生徒や保護者に伝える内容を整理するとと

もに、学年毎に伝え方も見直し改善に努め

る。 

Ａ 

Ａ 

学校組織は教育目標達

成のために有効に機能

しているか 
Ｂ Ａ 

生徒や保護者に進路に

関する情報を適切に伝

えているか 
Ａ Ａ 

サポートファイさっぽ

ろなどを通して、教育計

画、方針について保護者

へ十分な説明をし、共通

理解が図られているか 

Ｂ Ａ 

生徒の悩みや不安など

の相談になるなど、きめ

細やかな指導を行って

いるか 

Ａ Ａ 

校内外でのトラブル（い

じめや人間関係など）が

あったとき、適切に対応

しているか 

Ａ Ａ 

スクールカウンセラー

や医療機関、相談機関、

労働機関等との連携に

努めているか 

Ａ Ａ 

みなみの杜第２期学校づくりに向けて～第１期学校づくりの継続的な検証・精査・試行～ 

⑴ チームみなみの杜の確立 

⑵ みなみの杜の教育課程の深化 

⑶ みなみの杜の未来への投資 
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⑵ 

み
な
み
の
杜
の
教
育
課
程
の
深
化 

ふりかえりや授業にお

いて iPad を効果的に活

用しているか 
Ａ 

 「iPad の効果的な活用」は、前年度の B

から A に評価が上がった。生徒の評価でも

80％以上の生徒が A や B を付けていること

から、生徒自身も効果的な活用を実感して

いることがわかる。一方保護者は、「わから

ない」と答えた人が A、B 評価に次いで 32

名と多かった。学習の場を気軽に見ていた

だけるような開かれた学校の構築だけでな

く、生徒を通じて学びの様子が家庭に伝わ

ることが望まれる。 

 昨年度教員評価が保護者、生徒評価と比

べて低かった「地域とのつながり」につい

ては、A 評価を付けた教職員が全体の半数

を超えた。コロナ禍ではあったが学年やコ

ース毎に学びのねらいをもって可能な限り

地域と共に学びを深めてきたことが教員全

体で共有できているとわかる。本校の特色

である地域とのつながりを実感できる体制

を、次年度以降も引き続き整えていく。 

Ａ 

Ａ 

協育実習、地域実習、授

業において地域とのつ

ながりを、生徒の経験や

学びに活用することが

できているか 

Ａ Ａ 

一人一人の生徒にわか

りやすいように授業づ

くりを工夫しているか 
Ａ Ａ 

学習内容は、効果的なも

のとなるよう系統的、横

断的に計画、実践してい

るか 

Ｂ Ｂ 

道徳、KOKOKARA の

教育と教科の関連づけ

を明確に実践している

か 

Ｂ Ａ 

⑶ 

み
な
み
の
杜
の
未
来
へ
の
投
資 

特別支援教育のセンタ

ー的機能は推進されて

いるか 
Ｂ 

「みな杜応援団の活動」については、今

年度から「積極的に参加しているか」から

「学校活動に活かされているか」へと問い

かけ方を変更した。教職員の評価は昨年度

の Bから Aへと向上し、保護者評価も A、B

評価が多かった。この結果から、みな杜応

援団の活動はみな杜に関わる全ての職員、

保護者が関わっていること、支えられてい

ることが教職員には浸透しており、保護者

へも浸透し始めていることがわる。しかし、

「わからない」と答えた保護者の方も 35 名

と少なくない。活動の様子をホームページ

等で発信し、応援団の活動を広めていける

よう努める。 

Ａ 

Ａ 

みな杜応援団の活動は、

学校活動に活かされて

いるか 
Ａ Ａ 

学校だより、ホームペー

ジ等は、保護者や地域の

情報源として効果的に

機能しているか 

Ａ Ａ 

学校予算は計画的、効果

的に執行されているか 
Ａ Ａ 

専門性や指導技術の向

上を図るために積極的

に研修を行っているか 
Ｂ Ａ 

学校関係者評価委

員による意見 

◯「成長を実感している」が多いとのこと、本人も保護者も先生もこの言葉を聞けることは大変喜ばしいことで

すね。一方でいつも忙しいなどで落ち着いてじっくり取り組むという面ではこの学校ならではの多くの学びを

させていただいていることを実感して自己を振り返りながらさらに成長へと結び付けていくために先生、保護

者と連携してサポートしていくことが大切と感じています。 

◯３月末の評価になってしまっては、ＣＡＰＤサイクルのＡを行なう期間があまりにも短すぎるように思われま

す。１２月にはＣを終え、１月にそれに基づくビジョンが示され、年度内にＡを行なうくらいのサイクルの変更

を検討してみてはいかがでしょうか。あわせて、評価項目の再設定も検討してみてはいかがでしょうか。（目

標に対する学校評価となるように。） 

・学校評価全般に対する意見 

前年度との比較を通しての評価は客観性が高いと思います。改善策に具体性がない、あるいは何も示さ

れていません。そのため、次年度の評価の際、改善策の有効性（適切さ）が評価できないと思います。 

・・学校運営に対する意見 

    チームみな杜の確立、それと進化していくためには、校長の示すビジョンの具現化のための戦略会議的なセ

クションを設けてはいかがでしょうか。 

◯ＫＯＫＯＫＡＲＡとは何でしょうか？みなみの杜応援団の活動については、学校へ来られない保護者や地域

の方へ向けてホームページ上で活動中の写真を載せてみてはどうでしょう。（サポートタイムの様子など） 
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◯コロナ禍で多くの学びの機会を与え実践できていたと評価できていることは、生徒や保護者の方と真摯に

向き合った証ではないでしょうか。専門性や指導技術の向上を教職員の方々が学ぼうとしている姿勢も存じ

ておりましたが、感染状況が悪化の一途をたどり、大変苦労されたことと思います。今年度は豪雪だったこと

もあり、学校の授業にはない自然に起きてしまった事象も生徒さんには貴重な体験だったと考えますので、

今後も生かされる経験であったと思います。 

学
校
生
活 

社会的ルルーやマナーなど、実

社会の生活に対応した指導が

実践されているか 

Ａ 
 「成長を実感している」という生徒、保

護者が多く、学びを深め、自信を付けてい

る生徒が多くいることがわかった。しかし、

「生徒にとって落ち着いて生活できる日

課」に関する教職員評価は、昨年度に引き

続き B 評価のままであり、数値は全項目の

中で一番低い。生徒評価でも D を付けた人

数が一番多く、8 名いた。生徒がのびのび

と成長していけるような落ち着いた日課を

検討していく。 

 「充実した生徒会活動、部活動」の項目

は、生徒評価はAが71名と最も多かったが、

教職員評価は B と下がっている。コロナ禍

で活動日数が減ってしまったが、中身を充

実させることが教職員や生徒の力で叶えら

れたと考えられる。活動日数の量に関わら

ず、中身の充実を今後も目指して行く。 

Ａ 

Ａ 

挨拶や時間を守るなど、規律あ

る指導を行っているか 
Ａ Ａ 

男女交際や性指導などの指導

は、思春期及び生徒の実態に対

応しているか 

Ｂ Ａ 

体罰（暴言などの不適切な指導

も）のない節度ある行動、態度

で指導できているか 

Ａ Ａ 

サポートシートや KATARAI

を通して生徒の成長過程を分

かりやすく保護者や本人に伝

えているか 

Ａ Ａ 

学校は、生徒にとって落ち着い

て生活できる日課を設定して

いるか 

Ｂ Ｂ 

学校は、生徒にとって充実した

生徒会活動、部活動を設定して

いるか 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委

員による意見 

◯コロナ禍で他の多人数の学校にはできない積極的できめ細かな運営がなされているのではないかと、先日

中学校の学校関係者評価委員会に出席してみて違いを感じたところです。 

◯学校として「日課」について問題意識をもっているということが、この学校関係者評価でよくわかり、非常によ

かった。どのような問題なのか課題を共有したい。 

◯日々生徒にしっかり向き合っていることに敬意を表します。一人一人の生徒の最善の利益を実現する視点

で生徒に向き合っていただきたいと思います。 

◯挨拶について、生徒や先生、実習先などへはしっかりしているのかも知れませんが、来校している保護者へ

の挨拶はほとんどの子がこちらからしないとしてくれません。 

◯学年が上がるにつれ生徒の成長が普段接していない者から見てもよくわかります。授業に積極的に参加し

ている姿勢は心打たれました。指導や授業を詰め込みすぎることも良くないので、時間に余裕のある指導

や行動をしてみてはいかがでしょうか。 

学
校
運
営 

情報管理や情報共有は適切に

されているか 
Ｂ  学校運営に関わる多くの項目で昨年度と

ポイントを上回っているが、「情報管理や情

報共有」に係る項目はＡからＢへと評価が

下がった。ただ、Ｂ評価となった２項目は

保護者評価では高評価を受けており、適切

さを感じていただけていることがわかっ

た。教職員の、情報に対する意識の高まり

や事務手続きの円滑さを求める意識の高さ

から評価が下がったと考えられる。より一

層保護者にとってわかりやすい学校運営と

なるよう責任をもって業務に取り組んで行

く。 

Ａ 

Ａ 

みなみの杜の教員としての自

覚をもった言動ができている

か 
Ａ Ａ 

家庭との連絡を適切にとり、家

庭の協力や理解を図っている

か 
Ａ Ａ 

学校の施設･設備は安全に留意

してよく整備･管理をしている

か 
Ａ Ａ 

管理職は、学校課題の解決等に

向けてリーダーシップを発揮

しているか 
Ａ Ａ 

教務、事務間の連携は、十分に

図られているか 
Ａ Ａ 

事務的続き等の保護者への説

明が適切に行われているか 
Ｂ Ａ 
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学校関係者評価委

員による意見 

◯５年目ということもあって教職員のまとまりも自己評価も高くなってきているとのこと。素晴らしいです。一方、

保護者の方は学校へ足を運ぶ機会が少なく不安に感じることもあったのかなと推測でしかありませんがコロ

ナ禍で業務も予定通りにいかないこともあったと思いますが、先生方の努力はもっともっと評価されてよいの

ではないでしょうか。ｉＰａｄの活用は中学校などでは自宅からリモートに使われていると聞きました。みな杜は

そのあたりはどのように捉えているのかなと思いました。 

◯教頭がコントロールタワーとして実務を統括する学校運営体制を一層強化していく必要があると思います。

そのためにも教頭が担う実務は必要最低限にする必要があると思います。 

◯情報管理と共有への意識の高まりによっての評価が下がったことに関しては、高く評価できることと思いま

す。リーダーシップを発揮できていることも周囲の方のサポートなしには達成できないと感じますので、協力

体制ができていると思慮します。 

 


